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市場統合をめぐる論点 

• そもそもどれぐらい統合しているか？ 

• 市場の統合の阻害要因は何か？ 

• 市場が統合する過程で，どのような摩擦が生
じたか？  

• それらをどう解決したか？ 

–技術的解決（例，鉄道，携帯電話等） 

–制度的解決 →  「市場を創る」（＝経済発展） 

• 市場が統合した結果，何が起きたか？ 
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問題の所在 
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契約履行に関する実態 
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Fafchamps (2004, ch.4) 
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解決手段 
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警察や司法に訴えることはまれ 

• 自力で解決できるから？ 
• 自力で解決するしかないから？ 



開港後の輸出産業の粗製濫造問題 

• 正田（1972） 

• 開港後の主要輸出産業 
–蚕種業，製糸業，織物業，茶業 

• 輸出業の「粗製濫造問題」 
–茶業： 

• 粗悪茶の混入 → 米国「粗製茶輸入禁止条例」（1882） 

–蚕種業： 
• 欧州にて微粒子病流行 → 輸出急増 

• しかし，相次ぐ粗製濫造のため，海外市場をほぼ失う 
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輸出向け絹織物の粗製濫造問題 

• 橋野（2007：第3章） 

• 「領事報告」： 海外駐在する領事が本国へ送達
した現地の通商経済情報や貿易報告 

 

• 粗製濫造 
– 「本邦羽二重カ粗製濫造ニ流レタルタメ，羽二重一般
ノ声価ヲ失墜シタル事モ輸入ノ上ニ又タ多少影響ヲ
及セリ．」 

• 見本と異なる 
– 「本邦羽二重ノ欠点ハ粗製並ニ見本相違ニアリ」 
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輸出向け絹織物の粗製濫造問題 

• 品質粗悪 
– 「糊付羽二重ハ一見地質緻密ニシテ光沢ヲ帯ヒ美麗
ナルカ知シト雖モ，一度洗濯スルトキハ忽チ糊剥レ
量目及ヒ光沢ヲ失フノミナラス，其品質概シテ粗悪ナ
ルヲ以テ洗濯スル毎ニ糸槎レ，再ヒ旧態ヲ維持スル
能ハス」 

• 越前羽二重／証票の濫用 
– 「福井縣採産羽二重標本甲乙ノ二種ヲ検スルニ，両
者ノ品位ノ優劣画然タルモノアルニ拘ハラズ，等シク
松印ノ一等證票ヲ貼用セルガ如キハ，検査ノ不厳正
ニ伴フ證票ノ濫用ヲ証明スルニ足ルベシ」 
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コメの粗製濫造問題 

• 大豆生田（1997） 

• 北海道における秋田米の評価（1894年）： 
秋田米は「越後，越中産に比して品質劣」 

– 1）乾燥不良のため「腐気」を生じる（「秋田腐米」） 

– 2）俵装が「極めて粗悪」のため破損・脱漏する 

– 3）品質が不統一で一定した等級がない 

• あっても，「積出産地勝手」 
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何が問題？ 

「交換」や「市場統合」に対して，何が問題か？ 

 

↓ 

情報の非対称性によって， 
取引の量，範囲，価格が過少になる 

 

↓ 

効率的な交換や市場統合の機会が失われる 
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契約履行問題の整理 
石黒（2010） 

• 私的情報： 
–取引当事者の一方のみが有する情報 

• 情報の非対称性： 
–私的情報が存在する取引の状況 

• 事前 vs. 事後 
–事前：契約締結前に私的情報を有する 

•隠された情報  逆淘汰 

–事後：契約締結後に私的情報を有する 

•隠された行動   モラルハザード 

12 



 

「隠された情報」の理論 
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情報の非対称性に基づく財の区分 

Nelson (1970), Darby and Karni (1973), Dulleck et al (2011) 
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事前に調
べなくても 

財の性質
が分かる 

購入前に
財の性質
が分かる 

消費後に
財の性質
が分かる 

それが必要
かどうか分
かる 

例 

通常財 ○ ○ ○ ○ ガソリン 

探索財 × ○ ○ ○ 服 

経験財 × × ○ ○ リンゴ 

信頼財1 × × × ○ 有機リンゴ 

信頼財2 × × × × 修理，治療 

途上国には 
偽ガソリンも 
あるが・・・ 

「サービスの提供者」を信頼する： 
無駄な修理や投薬をしない 



レモン問題（Akerlof, 1970） 

• 品質： 𝑠 ∈ {𝐿, 𝐻} 

• 生産費： 𝑐𝑠;   𝑐𝐻 > 𝑐𝐿 

• 消費者の効用： 𝑟𝑠;  𝑟𝐻 > 𝑟𝐿 

• 𝑟𝑠 > 𝑐𝑠  効用＞生産費  生産は効率的 

• 消費者は品質を観察できない 

• 消費者の期待効用 
𝐸 𝑢 = 𝜆𝑟𝐻 + 1 − 𝜆 𝑟𝐿 
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高品質財に出会う確率 



プーリング均衡 

• 価格： 
𝑝 = 𝜆𝑟𝐻 + 1 − 𝜆 𝑟𝐿 

 

 

 

• 𝜆 → 0 のとき 𝑝 → 𝑟𝐿  

• 𝑐𝐻 < 𝑟𝐿 ならどんな𝜆でも高品質財を供給できる 

• 品質に関わらず 𝑝 = 𝜆𝑟𝐻 + 1 − 𝜆 𝑟𝐿 
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高品質財が供給されるか？ 
 𝑝 ≥ 𝑐𝐻 

 プーリング均衡 



分離均衡（逆淘汰） 

• 𝑝 < 𝑐𝐻のとき，高品質財は供給されない 

  𝑝 = 𝜆𝑟𝐻 + 1 − 𝜆 𝑟𝐿 < 𝑐𝐻 

  𝜆 𝑟𝐻 − 𝑐𝐻 + 1 − 𝜆 𝑟𝐿 − 𝑐𝐻 < 0 

 

 

 

• 低品質財のみ供給 される  𝑝 = 𝑟𝐿 
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𝑐𝐻 > 𝑟𝐿かつ (1 − 𝜆) が 
十分大きいときに “＜” が成立 

低品質財が増え過ぎると 
高品質財が駆逐（淘汰）される 

> 0 



統計的差別 

• サーベイ：Fang and Moro (2011) 
• 統計的差別： 

– 観察不可能な個別の財や個人の特徴の代理指標と
して，観察可能な特徴を使うこと 
 

• 例） 
– 人種と能力：「白人の方が黒人よりも能力が高い」 
– 性別とキャリア：「女性は早期退職する」 
– 産地と品質：「国産は安全安心」 
– 学歴と能力：「○○大卒は超優秀」 
– 出身地と性格：「大阪人はせっかちやで」 
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設定 

– Phelps (1972)； サーベイ： Fang and Moro (2011) 

 

• 2つの産地： 𝑗 ∈ 𝐵,𝑊  から財が出荷される 

• 買い手は財の・・・ 

–産地を観察できる 

–品質は観察できない 

–品質を反映したシグナルは観察できる 
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品質とシグナル 

• 財の品質は確率的に決まる： 

𝑞~𝑁(𝜇𝑗 , 𝜎𝑗
2) 

 

• 買い手は品質を反映したシグナルを観察 

        𝜃 = 𝑞 + 𝜀,    

 
 

• 買い手は期待品質に基づいて価格をつける 
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𝜀~𝑁(0, 𝜎𝜀𝑗
2 ) 

品質 ノイズ シグナル 

品質分布は産地に 
よって異ってもよい 



期待品質（価格） 

• シグナル𝜃の財の期待品質（＝価格） 
 

 

𝐸 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜃 +
𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜇𝑗 

 

– 産地内のバラツキ大 → シグナルのウェイト大 

– シグナル精度悪い → 産地の平均品質のウェイト大 
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シグナル精度 

産地の 
平均品質 

産地内の 
品質のバラツキ 



統計的差別 

• 同じ𝜃であるにも関わらず産地間で異なる価
格がつくケース： 

–ケース1：産地の平均品質が異なる 

–ケース2：産地内の品質のバラツキが異なる 

–ケース3：シグナル精度が異なる 

𝐸 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜃 +
𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜇𝑗  
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ケース1：平均品質が低い 
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𝜃 

𝑞 

𝛼 

𝐸 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜃 +
𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜇𝑗  

同じ𝜃 = 𝛼なのに 
低い価格 

ケース1 
• 𝜇𝑊 > 𝜇𝐵 
• 𝜎𝜀𝐵

2 = 𝜎𝜀𝑊
2 > 0 

• 𝜎𝐵
2 = 𝜎𝑊

2  

W 

B 



ケース2：産地内の品質分散が大きい 

 

24 

𝜃 

𝑞 

𝐸 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜃 +
𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜇𝑗  

ケース2 
• 𝜇𝑊 = 𝜇𝐵 
• 𝜎𝜀𝐵

2 = 𝜎𝜀𝑊
2 > 0 

• 𝜎𝐵
2 > 𝜎𝑊

2  

W 

B 



ケース3：シグナル精度が低い 
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𝜃 

𝑞 

𝐸 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜃 +
𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜇𝑗  

ケース3 
• 𝜇𝑊 = 𝜇𝐵 
• 𝜎𝜀𝐵

2 > 𝜎𝜀𝑊
2  

• 𝜎𝐵
2 = 𝜎𝑊

2  

同じ𝜃 = 𝛼なのに 
低い価格 

W 

B 



産地間で平均価格が異なるケース 

• 以上の設定では， 

–同じ𝜃でも，産地によってつく価格が異なるが 

–平均的には同じ価格である 

 

• （事前的には）平均品質が同じであるにも関
わらず，産地間で平均価格に差がつくとき： 

–買い手がリスク回避的 

–売り手が品質を内生的に決められるとき 
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平均価格が異なるケース（1） 

• 買い手がリスク回避的なとき（例） 

𝐸 𝑈(𝑞) 𝜃 = 𝑎 + 𝑏exp −𝑐𝑞   のとき 

𝐸 𝑈(𝑞) 𝜃 = 𝑎 + 𝑏exp[𝑐𝐸 𝑞 𝜃 −
𝑐

2
Var 𝑞 𝜃 ] 
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Var 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2  

𝜎𝑗
2または𝜎𝜀𝑗

2  ↑  Var 𝑞 𝜃  ↑  𝐸 𝑈(𝑞) 𝜃 ↓ 

よって価格も下がる 



平均価格が異なるケース（2） 

• 売り手が品質を内生的に決められるとき 

• 品質 

           𝑞 = 𝑎 + 𝑏𝑋,    𝑎~𝑁(𝜇, 𝜎2) 

• シグナル𝜃： 
𝜃 = 𝑎 + 𝑏𝑋 + 𝜀 

 

• 品質投資のコスト：  

𝐶 𝑋 =
𝑐𝑋2

2
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品質への投資 

𝑞 



平均価格が異なるケース（2） 

• 品質投資の決定： 
max
𝑋𝑗
∫ 𝐸 𝑞 𝜃 𝑑𝜃 − 𝐶 𝑋  

= max
𝑋𝑗
 

𝜎2

𝜎2 + 𝜎𝜀𝑗
2 𝑎 + 𝑏𝑋𝑗 + 𝜀𝑗 𝑑𝜀𝑗 +

𝜎𝜀𝑗
2

𝜎2 + 𝜎𝜀𝑗
2 𝜇 −

𝑐𝑋2

2
 

• 最適な品質投資水準 

𝑋𝑗
∗ =

𝑏

𝑐

𝜎2

𝜎2 + 𝜎𝜀𝑗
2  
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𝜎𝜀𝑗
2 ↑  𝑋𝑗

∗↓  

シグナル精度が悪いと，品質改善が 
評価されないので，過少投資になる 

𝐸 𝑞 𝜃 =
𝜎𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜃 +
𝜎𝜀𝑗
2

𝜎𝑗
2 + 𝜎𝜀𝑗

2 𝜇𝑗  

𝜃 = 𝑞 + 𝜀𝑗  



統計的差別を解消するために 
何ができる？ 

• 産地内の品質のバラツキを減らす 

–品種の統一 

–規格化，標準化 

 

• シグナル精度を高める 

–品質検査，ラベリング 
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差別の自己成就 
Arrow (1973), Coate and Loury (1993) 
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「財が高品質である」と 
買い手が判断する 
シグナル閾値 

高品質財の割合 

生産者の品質投資関数 

消費者が財を高品質である
と判断するシグナルの閾値 



 

解決方法 
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品質保証メカニズム 

個別 業界 政府 

評判 • ブランド 
• 商標 
• 口コミ 

•産地の 
• 「声価」 

情報開示 第三者認証 業界の認証
制度 

•情報開示規制 
•公的認証機関 
 

参入規制 •同業組合 
•株仲間 

•参入の許可制度 

保証 保証 最低品質基準 

販売委託 

33 Dranove and Jin (2010) 



品質保証メカニズム 

 

34 Dranove and Jin (2010) 



品質認証制度の例：日本のコメ 

 

35 農林水産省総合食料局（2008）「農産物検査制度の概要」 



コメの農産物検査規格 

 

36 農林水産省総合食料局（2008）「農産物検査制度の概要」 
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